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新 しい経 口用ペネム系抗生物質であるritipenem acoxilを 尿路感染症に使用 し,そ の有効性と安全

性を検討 した。

対象は急性単純性膀胱炎6例,複 雑性尿路感染症8例 で,1日300～600mg投 与 した。UTI薬 効評

価基準に合致 した急性単純性膀胱炎1例 は著効で,複 雑性尿路感染症7例 は著効3例,有 効4例 であっ

た。細菌学的効果は急性 単純性膀胱炎で分離 されたEscherichia coli1株 は消失 し,複 雑性尿路

感染症で は13株 中12株 が消失 した。

本剤投与による自他覚的副作用は認められなかったが,臨 床検査成績で血清 クレアチニンの軽度上昇

を1例 に認めた。
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新 しい経 口用 ペ ネム系抗生 物質 であ るritipenem

acoxil(RIPM-AC)は 経口投与後腸管より吸収され,

エステ ラーゼ によ り加水分解 されて活性本体で あ る

ritipenem (RIPM)と して抗菌力を示すプロ ドラ ッグ

である。RIPMは グラム陽性菌,陰 性菌に幅広い抗菌

スペク トルを有 し,特 に好気性グラム陽性菌な らびに嫌

気性菌に対 し優れた抗菌力を示すとともに,各 種 βラク

タマーゼに対 して安定である1)。

今回我々は本剤の尿路感染症に対する有効性および安

全性を検討 したのでその結果を報告する。

平成4年2月 か ら平成5年4月 までに表記施設を受診

した尿路感染症の患者で,治 験参加 に同意の得 られた も

のを対象とした。対象疾患は急性単純性膀胱炎6例 と複

雑性尿路感染症8例 で,年 齢は38～83歳 の男性4例,

女性10例 で あった。投与方法 は本剤を1回100mg,

150mgま たは200mgを1日3回,3～14日 間の食後

経口投与を行った。

UTI薬 効評価基準2)に より臨床効果の判定可能なも

のはそれによって判定 し,さ らに全例について自他覚的

症状,臨 床検査値成績,主 治医判定による有効性の評価

を行い,安 全性 と総合的な有用性の検討を行った。主治

医判定は著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階で判定し

た。

急性単純性膀胱炎6例 の臨床成績をTable1に 示し

た。症例5は,7日 目の尿所見で膿尿が3～5/hpfで

あ ったため,さ らに7日 間投与を継続 したので,14日

投与 となった。主治医判定では著効4例,有 効1例 と,

投与前の菌検査が陰性であったが,本 剤投与により排尿

痛の改善を認め,や や有効と判定 した症例が1例 であっ

た。UTI薬 効 評 価 基 準 に 合 致 した の は1例 で,

Escherichia colil株 が分離 されたが,消 失 し著効で

あった。
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複雑性尿路感染症8例 の臨床成績をTable2に 示 し

た。疾患名は複雑性膀胱炎5例,複 雑性 腎孟腎炎2例

で,他 の1例 はKockpouch造 設後 の尿路感染症 であ

り採尿はカテーテルにより行 った。主治医判定では著効

Table 1. Clinical urnmary of UTI cases treated with RIPM-AC (uncomplicated UTI)

AUC: acute uncomplicated cystitis

Table 2. Clinical summary of UTI cases treated with RIPM-AC (complicated UTI)

CCC: chronic complicated cystitis

CCP: chronic complicated pyelonephritis
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5例,有 効2例 で,1例 が本剤投与前に菌陰性で 自覚症

状 もな く,膿 尿のみの所見であったことか ら感染症状が

不明確 と考え られ判定不能であった,

UTI薬 効評価基準に合致 したの は7例 でその臨床効

果は著効3例,有 効4例 であった。細菌尿に対 しては6

例が陰性化,1例 が減少を示 し,膿 尿 に対 しては正常化

4例,改 善3例 であ った。疾患病態群別にみると下部尿

路感染症(第4群)で 著効1例,有 効1例,カ テーテル

非留置複数菌感染症(第6群)で 著効3例,有 効2例 で

あった。

細 菌学的効 果 は本剤投与前 に尿 中か ら分離 され た

Enterococcus faecalis  4株, E. coli  4株 Klebsiella

pneumontae  3株, Proteus uulgaris  1株 の計11株

が 消失, Pseudomonas aeruginosa  1株 が存続 し,菌

消失 率 は92.3%で あ った。 投 与後 出現菌 は1例 で

Pseudomonas putida, Pseudomonas fluorescens 各

1株,2例 でYeast-1ike organismを 認 あた。

本剤 投与 に よる自他覚 的副作用 は認 め られな か った。

臨床検 査成績 で は1例 に血清 ク レアチニ ンの1.2mg/d1

か ら1.5mg/dlへ 軽 度 上昇 を 認 め たが,特 に処 置 を必

要 と しなか った。BUNの 変 動 は なか った こ とか ら,腎

機能 に対 し特 に問題 はな い もの と思われ た。

本剤の全国集計成績Dで はUTI薬 効評価基準による

急性単純性膀胱炎の有効率 は100%,複 雑性尿路感染症

の有効率は81%と 報告 されて いる。また,細 菌学的効

果ではセフェム剤よりも優れた抗菌力を反映 し,分 離菌

に対 し急性単純性膀胱炎でE,ooliが95.5%,複 雑性尿

路感染症でE.faecalisが88.9%,E.coliが968%,

K,pneumoniaeが88.0%な ど高い消失率を示すことが

報告 されている。

今回我 々の成績はUTI薬 効評価基準で急性単純性膀

胱炎および複雑性尿路感染症で全例が有効以上と良好な

成績であ った。 また,細 菌学的効果はP.aeruginosa

を除 く分離菌が消失 し,全 国集計成績Dに おいて報告さ

れている分離菌に対する消失率の高さとほぼ一致 した。

以上 より,本 剤は尿路感染症に対 し,有 用な薬剤と考

え られた。
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We evaluated the clinical effects and safety of ritipenem acoxil (RIPM-AC), a new oral penem

antibiotic, in patients with urinary tract infection (UTI). RIPM-AC was administered to 6 patients

with acute uncomplicated cystitis (AUC) and to 8 patients with complicated UTI at a daily dose of

300•`600 mg.

According to the criteria of the Japanese UTI Committee (3rd Edition), the clinical efficacy was

excellent in one patient with AUC, and excellent in 4 and moderate in 3 of 7 patients with

uncomplicated UTI. Bacteriologically, one strain was eradicated in a patient with AUC, and 11 of 12

strains were eradicated in patients with complicated UTI.

During treatment, there were no side effects. Slight elevation of serum creatinine in 1 patient was

observed as a laboratory abnormality.


